
Shuhoku　Orange　Passが

✅市町村のフリー定期も

お客様各位

　日頃より秋北バスをご利用いただきまして誠にありがとうございます。

下記の通り、地域連携ICカード「Shuhoku Orange Pass」が、IC定期

に対応いたします。詳細は下記の通りでございます。

　※従来の「紙式定期券」は引き続き販売いたします。

販売金額

オレンジパスが初回発行の方 定期代金＋500円（デポジット料※）

オレンジパスをすでにお持ちの方 定期代金のみ
※デポジットとは、カード発行に伴う「預り金」です。カード返却の際はご返金いたします。

※初回発行の方へは初回のチャージ（1,500円）は行いません。必要な方へは別途チャージいたします。

　通勤、通学、片道、小児、障がい割引

　高速バス「みちのく号」（秋北バス運行便のみ対応）

　各フリー定期券

　　ゴールドパス、大館市得とく定期券、じょうもんパス（北秋田市）

　　たんぽkomachiパス（鹿角市）、かぶきんパス（小坂町）

　半月定期、区間内に乗り継ぎがある定期

　IC定期機能に対応していない地域

　　・能代地区　（高速バス「能代秋田線」含む）

　　・たしろたけのこ号　（チャージによる決済は対応）

　※その他、販売できない場合は紙式定期券を発行いたします。

その他
・利用開始日の10日前から発券可能です。

・秋北バスのIC定期券は「Shuhoku Orange Pass」のみに実装可能です。（Suica等は不可）

・IC定期は記名式になります。ICカードに個人情報を登録いたしますのでマイナンバーカード等

 本人確認書類をお持ちください。（その他、通学定期など別途書類が必要な場合があります）

・カード券面には区間・有効期限が印字されませんので、発行された内容控えをカードと一緒に携帯

　して下さい。内容控えは払い戻しの際にも必要になります。

・区間内の途中下車は可能です。 ・有効期限切れや区間外の場合、チャージから差額を引去ります。

秋北バス株式会社

R7.4.16（水）より対応開始

✅通学定期

販売するIC定期

販売できないIC定期

✅通勤定期

　　　　　　　対応いたします
IC定期券に


